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秋田県立博物館の教育活動について

鎌田重光

1．はじめに

当館の設立術想で雷は、盗料収蝶・終j量'Ⅱ保竹・I凋作研究および数行活動を博物館の|ﾉL|つの機能として

位置づけ、とくに数育活動については、展示a念を｣'|!解させることを',!与本とし、あわせて、不特定多

数の大衆を対象とする'k姪教育ならびに学校教育との関迎を爪祝している。ほかに、移動呼物館、M

用者の組織、図書室・mf究室の公|ﾘｮ利ffl、,;(咋城会B*写会その他の視聴‘党数台のIll]雌、l//m盗料のセ

ンターとしての活動、′1世波利川による博物館の数養放送、博物館の広報祈勤などlorfiFIに人別して、

県立博物館にふさわしい教育活動のあ'）ブJを述べている。これらの理念は－¥¥一夕にして尖現できる

ものではないが、当館ではこれをうけて、後述の栖勤傾城を設定し、m'i棋索の一年が経過しようと

している。以下、秋ⅡI県立博物節の数育活動について、その柵'11各を報'I篭する。

2．教育活動領域

敬育活動の領域は、械めてI上s範囲にわたるが、当館では①展示解説案内、②博物館教室、③広報、

④視聴覚器材や資料ﾉ丈び図書資料の管理連'嵐．、⑤その他、以_|ゴfつの制(域を設定した。解脱案内は、

学芸課の研究部門担当職員と解説貝が'I'心となる。解脱貝は、展示物の職祝、入純荷誘導も兼ねて解

説案内を行う。専門的な解説というよりも、入館者に代っ-て解説文を読んで､やるとか、楽しく観覧で

きるための奉仕活動を心祥とする。研究部run当職貝は、団体見学オーリエンテーンョンや部|川l黄料の

専門的解説、同定、鑑定を行う。サービスコーナーは、いわば博物館の総合案内所で･あり、情報掲示

板、投書箱、記念スタンプ。、博物館刊行資料や参考･書などもおく。

博物館教室は、展示解説案|ﾉ1と並ぶ当館の或要な教育活動領域である。これには、博4吻航が独Iilに

秋田県立博物館の教育活動領域
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行う介画学科と、Ill込みによ’）Ni物節が協力して行うサービス‘γ言評の一二.つがある。学習形態には、講

恢会・講座．n冊究会・’､j::課会．′ﾉﾐ減会・B*'j}-会などがあI)、坂方とも単独か、二・二の組み合わせが

考えられる。広報橘動は、各仲|:ﾘ行物の作成や報近間係機|則の取材および執筆|筋力、行半案内依頼な

どか主な内容で．ある。視聴'党器材や盗料ﾉ史び1,^ll'f資料の↑wmmmは他微域との関連から裏方的役剖を

もつが、とくに、博物館数宗の映2ﾉjZ会行,旧の碓進役として、器材や盗料の'':,-i'lli点検を忘れることがで、

きない。その他の額域として、博物航'ﾉﾐ料'k、外米(Ijf'先若の'受入れや博物館資料の貸出、取材許可~な

どがあるが、博物航が数行機側として、その役荊を采し11卜るかどうかが.iffllllされる噸要な領域である。

以Iユiつの領域は、峻示宗．‘淵'ﾘt・’7:稗窄．‘ﾉﾐ1験戦宗・サービスコーーナーーなど教育活動関連施設と有

機的に結合しながら、入館荷への伽きかけをイj：うが、この結介′ぐターンは多様で､あi;、入館者の要望

も収り入れながら、今後、いろいろな|兇I係¥-Aが作られることになろう。

館内教育活動関係図
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3．教育う舌動の実態

(ｲ)展示解説案内

当館には6橘の女r-解挽i-iがいるが、附鯨さ''1初のl)肥祇は、本館の苑l峻示室2名、弟2展示室1名、

第3展示室1名、サービスコーナーl橘、分館1名とした。ほかに、学芸｢洲ｲiff先職員が当番制をとり、

毎日2名ずつ解悦案内を}11.当した。ところで､、解,湖1斥助は、人蝕者の展示に対する理解を－－層i語める

ための袖助的機能として、きわめて砿'災ないとなみで､はあるが、5月開館から8月までは、本館だけ

で､も一日平払}1,000人以上の入館折があ0、本木の解i汎柄助よ1)も、入館者誘導が'I'心にならざるを

得なかった。あらかじめH-l込みのあったMl体の場合は、Ji'w-において、「私は秋Ill県立博物館」とい

う博物館の概略を柴録した映liiljを兄-せ、ざらに博物航兄'γ賢の心ｲ#を伝えてから2階の展示宗に誘導す

ることにした。なお、身体障害者や老人'7言級の場合は、なるべくエレベーターを使った。当館は一七部

門総合の博物館で･内容がM1耐なこと、館|ﾉ､lが非';ivに広いこと、それに、入館者が一般、団体とも、こ

どもから大人まで多様なだけに、ii.'fir.ii'肥当や解脱内容の座介が非‘耐にむずかしいが、時間配当は1時

間半を標準とし、解説内容は解脱文のi洗解に主|眼をおき、よ’ノ専門的なことは、サービスコーナーに

申し出てもらうことにした｡他館で､は祝HE党装描や器材などによn展示解説を行うところもあるが､

－19－
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これには長短の報告もあり、当節では今しばらく枚i沖の時|H1を設けたい。UJ-J以降は、開館時間の短

縮、冬季I川という自然条件が亜な'）、入餓肴は大きく減っているが、むしろこの時期こそ本来の解説

活動が~できるので･はないかと心刊:ている。そのため、当初の勤務態様を少しずつ変えながら、解説員

が活動の前面に立ち、イ11卜究職i-iの手伝い、解i況実料や他館の見学を池し、解説其の資質の向上に努め

ている。解説案内をより充実させるためには、このほか、受付係、守術、施設管理係との連携を密に

すること、投書柿やマスコミにとI)あげられた兇'γ冒朽･の声にも耳をかたむけ、きめのこまかな解説案

内を心掛ける必要を楠1盛した。

(口)博物館教室

開館以来、20万人以bの入館者を数えるが、なかには、博物館を_単なる観光施設と考え、ながめて通

<i過ぎ、驚異性、珍奇性のみを求めて帰る入館者もみらオLたが、われわれの願いは、既存の教育機関

の枠をの'川越えた「楽しく学ぶ場」とすることにある。幸いにも、自分たちの手で.郷土の自然や歴史

について、枝砿的に学ぶ姿勢を示す入館者も多い。博物館教室はこれらの期待に応えて、広く県民に

対.し学習の場を提供し、博物館活動の日常化をめざしている。昭fⅡ50年度は以上の趣旨をふまえて10

回の企I皿学習を計Ilillし、現在まで､7Illlの実施をみた。「菅江真澄を学ぶ会」は、秋田大学の内田ハチ

先生による‘排油「菅江真溌のik郷と学問について」、’1畑、「怖江真澄による男鹿八郎潟の自然と生活」、

テーマ展示「真澄と秋Illの瓜土」の解説案内か主な内容で､あったか、弟mの-博物館教室としてはな

かなかの好評であった。「昆虫、柚物採集と標本製作指導」と「化石採集会」は、小中学校児童、生

徒の自由研究の手伝いを兼ね、夏休みの''1然観察術導を企画したもので、ある。化石採集会は博物館側

の貸切バスで男鹿市五里合安田海峠にてかけ、貝化打を観察採集し、標本製作指導もするということ

で雷、希望者が殺到し、断わるのに1'''1:労した。また、実施後は化石に対する関心が高ま0、何回か博物

館に足を連んだ1）、立派な標本を学校に提出して、先生方からも好評を頂いた。実演会「彼倉人形芝

居」と批減会「秋[Ⅱ藩における検地の.mini越」は、敬老の日、文化のIIという無料.公開の祝日をえら

んで鴨実施したもので．ある。いずれも参加肴が多く、博物館教室が徐々に'I'll道に乗って来たことを物語

る結果となった。館外からのIll込みにより博物館か協力して行うサービス学習は、学習形態、時間配

当、館iiの協力程度など、まだまだ検討の余地を残しているが、学校教育関係機関や社会教育団体の

企画する研究会、研修会、学会、学習教室など15|N|以I二も実施された。

昭和 50年度博物館教室一覧
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月日

7月1911

8月1日

8月8日

8月
1811～19［1

9月15日

10月12日

11月3日

1月

3月13日

3月27日

名称（主地）

'脚l：真澄を学ぶ会

昆虫､柚物採y2と棟4剣製作の折導

化イi採柴会

秋l1iのおL､たちを学ぶ会

猿倉人形芝ﾙI'-災緬会

秋Hiの雁史を学ぶ会

秋川藩における検地の論|川越

土器の文様について

秋Illの古窯を学ぶ会

ワラ細.工製作実演会

対撃

..V校*以I

1̂閉校生

'1、.‘IC2.排,｛
麓9 1

敬貝

一般

般

一般

'｣、．γﾐJ1

rnj'γ昌了I:.』乳I

一 般

'1,..寺生

『両，,渉年生以1．

罪
一
蛤

公
工 場

ﾘ)脚､|唱庶j

耐斗勿鮒
IﾒjIﾊL，1，ノ;,I』

1那蛍

学群室

誰唯

実験室

学習室

分節

｡〃

LDW.．

liu"）小）
11

摘 要

識概、映IIIII、展示説IﾘI

バスギII川

バス利川、現地橘1n

敬とのH(雌料|刑館11）

講義、展示説明

文化の日記念微減(無料|淵館日）

中止

講義、展ｧJそ説明、座談会

実習

伽I辱

（参加l街）

70人

20人

副〕人

35人

220人

30人

no人

30人

27人



秋田県立博物館研究報告No.1 1976

ﾔ9広報>舌動

博物館は、学術研究機関で､あると同時に教育普及機関で､あり、従って、広報活動も二つの性格をも

つ。学術研究部門の広報は、年間の研究成果を報告書としてまとめるのが主なもので、研究部門別報

告書や部|洲1総合の報告書がこれである。今年は開館初年度で･もあ')、「秋Ⅱ|ﾘ,t立博物館の設立構想を

どう受けとめて、どのように具体化したか」というテーマを巻頭論文とし、研究報告No.1を創刊する

ことにした。敬育普及に関する広報は、ニュース性、速報性が要求きれ、また博物館全体の活動にあ

わせて、弾力的に取糸Ⅱむ必要があるだけに、編集に苦労する分野で､ある。開館以来、博物館案内リー

フレット、特別展、部''1展リーフレット、博物館ニュースNo.1が発行されたが、現在企画編集中のも

のとしては、弟l展示解説資料、‐博物館ニュースNo.2，博物館利川の手'JIがある。このほか、各種報

道関係機|淵からの執筆や放送､出減依頼や当館からの行料案|ﾉ1広報が多く、あわただしい一年で､あった。

(二)視聴覚器材や資料及び図書資料の管理運営

映写室．フイルム庫．写場．階室．録音ミキサー室．図書室などの施設と、16ミリl映写機・スライ

ド．テレビ．OHP-テレビカメラ．カメラ・カセットおよび．オーフ・ン録音機などの視聴覚器材、それ

に、映画フイルム、スライド、図書などの各種資料の管理迩営であるが、実施したものとしては、講

斌会の録音集録、観察会の搬影、広報黄料のDPE、図書査料のカード化、映写会がある。とくにI映写

会は、毎週日lIiｨ1日、入館者に対して、午前、午後2回（冬季はimi)にわたってI二映するもので、こ

の分野の活動の亜要な柱となった。現在フイルムは当館'21作のもの、市販のものあわせて25本あ'）、

それに、県ライブラリー、営林局、東北電力の協力を得て、年|Hl47liTlの映写会を企画し、ほとんど予

定通り実施された。この分野は、他領域との関連が深く、賓料の充実と、m当者の創意工夫、技術向

上が強く求められる分野だけに、博物館全体の動きの中で、常に検討をjJIIえて行く必要がある。

㈱その他の；舌動

博物館実習や博物館学研究を目的とする外来者の'受入れ体制は、まだほとんど確立されておらず、

今年度は二、三の事例にとどまった。博物館活動が次第に定着するにつれて、この領域へ-の関心も深

くなると思われるが、その一つとして、学校教育や社会教育指導者が参ﾉ川する博物館研修制度の企

画を提案しておきたい。また、資格取得を目的とする博物館実習については、，瀧座をもつ大学との連

携が必要となる。博物館資料の貸出、取材許可のおもな内容は、展示盗料、収職資料の写真撮影や他

館の特別展開催にともなう一時貸川、資料引用許可などで｡、研究部I"lとの述挑において、教育活動担

当者がその窓I」となるものである。博物館が全国的に紹介きれるにおよんで、この種の業務も意外に

多く、学芸庶務の業務分担の上で､再検討を要する事項で電あった。

化石採集会教育活動の施設々備
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4．入館者統計につ いて

昭和50年5月5日|刑館式典を挙げ、同〃1011から一般公|刑を行ったが、i二I)tl'lし極めて好調で．あっ

た。51]から翌年3『jまで．の50年皮入館者総数を、分館の「[II余良邸」を含め10〃人と予鬼Iしていた

ものが、公開後2*8足らずの7i^l6BP〈もその数に速し、10)1木で､は208,000人をこえる状況で、

あった。しかし、II月以降は、｜刑館II洲H1の30分純綿、冬§季の悠天候が影押して、入館者数は横這い状

態になっている。雪陛lの入館者数の予想は非附にむずかしく、今後の碓移に関心があつまっている。

月別で･は、5月から9川まで､:師H2~〃人以_|を、－B，|え均1,000人以_kを記録した。とくに6ノjは5万

5，0()0人余の入館者があり、ゆつ<n見学できる状態で･はなかった。年間を通じて、一般、け1体の荊

・合は、ほぼ半々で｡あるが、6Ij7Hは卜I体、8月は一般の入航脅が11立った。Ill体で．は学校関係、老

人クラブ、婦人学級、FTAかとくに多く、全mりに分布するmi血半業所か順番で．来る例もあった。学

校関係では、′｣､、中、商とも、校数で全県の30％、生徒数で､10%弱の入館者があった。地域的には、

博物館から60ﾙ"'la内に架中し、大曲、仙北地区の学校が比較的多かった。1(1月～nil実施の一般入館

者動11ﾘ調査によれば、秋Ill市3S<'o、南秋iH(ti:ii%、リ̂ 1.外14%-eあった。なお、今年度の無料公開B(8

月29日県の記念日、9月15日敬老の日、11月3n文化のB)の入館者数は、合計8,249人で､あった。

5．おわりに

秋田県立博物館の教育活動について、活動領域、析勅の実態、入館者統計の順にその概略を報告し

た。教育活動の雑本項目は、設立構想の中にm示されているが、施設、組織、予算そオLに県民の要請

など可変的要素を考慮しながら、本館独自のあるべき姿を模索しなければならない。活動領域と関係

図の設定もこれで､十分だとは,思われない。とくに、総務課と学芸課、学芸課内の研究部I"]と敬育普及

部門との関連については反省される点が多かった。また、入館荷数の多少に一喜一愛す-るので､はな〈

博物館の意義を一人でも多くの鼎民に理解して噸〈ことが教育涌動の砿要な使命で．あり、今後なお一

層、展示の工夫、資料の充実、博物館数室の徹底、学校やllj川村との関連強化などに取組む必要があ

る。真の意味の教育活動はこれからはじまろうとしている。そのためには、博物館の一人相撲で､は事

は進まないし、県民多数のご協力とご批判を賜われば幸挫で．ある。

参考文献
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3 ． 博 物 館 の 教 育 活動

日本博物館協会197()～1971年の事例

4．博物館研究Vol.10No.2.3日本博物館協会
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